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１ １ 

【ねらい】 

 富山県にあるアーチ式ダムの黒部ダムは、全国１位の高さを誇
ほこ

っている。その貯水量を

利用して水力発電が行われていることに着目し、発電について科学的に捉
とら

えるようにした。

さらに、電気を家庭や工場に送電するときに、エネルギーがかなりロスしていることにも

注目してほしい。 

 富山県の地理的な条件を利用できるとして、最近小水力発電が注目されていることにも

触
ふ

れる。県内の取組を取り上げ、身近な電気について考える機会としたい。また、簡単な

エネルギー変換
へんかん

の実験をもとに、結果を分析
ぶんせき

し、最初に与
あた

えられたエネルギーがどのくら

い保存されるかも考えたい。 

（１） 

・大量の水を貯蔵できる空間がある。   ・放水した水が落ちる傾斜
けいしゃ

が急である。 

・水圧に耐
た

えられる地盤
じ ば ん

である。 

【解説】 

 日本の地形は、川の傾斜が急であり、降水量が多い。よって、水力発電ができる環境
かんきょう

に

恵
めぐ

まれている。図１から、水車を回すことで発電機が回転し、電気が作られることが分か

る。そのために、大量の水と流れの強さが必要である。 

（２） 

・遠く離
はな

れた家庭に電気を運ばなければいけないから。 

・高い電圧の方が逃
に

げていく電気が少ないから。 

【解説】 

 発電所では、高電圧で電気を送っている。いくつかの変電所で、徐々
じょじょ

に電圧を下げ、家

庭に入る前に柱上変圧器で 100～200 ボルトに変換される。家庭等に送られる電気は、交

流といい、簡単に電圧を変えることができるというよい点がある。 

（３） 

・富山県には河川の数が多いから。 ・災害等で電気が不足したときに対応できるから。 

・富山県の河川は、勾配
こうばい

が急であるから。 ・クリーンなエネルギーであるから。 

・富山県は、降水量や降雪量が多く、水が豊富であるから。        

・天候の影響
えいきょう

が少なく、安定して電気を供給できるから。 

・大型の水力発電に比べ、生態系を脅
おびや

かす可能性が少ないから。 

・大型の発電所に比べると建設費、維持費が少なくてすむから。 

【解説】 

 富山県内で小水力発電に取り組んでいる地域が増えている。川の水流で電気を作り、イ

ルミネーションの電力に使用している例も報告されている。 
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（４） 

 ① 

1・2・16 回目の数値以外のデータを用いて平均を求めると、 

平均が、8.32・・・≑ 8.3 回となる。    8.3 回  

 ② 

10 回転するときが 100％とすると 

8.3 ÷ 10 × 100 ＝ 83（％）  100－83 = 17（％）   17（％）  

【解説】 

 この実験は、運動エネルギー（手が手回し発電機 A のハンドルを回すことで生まれるエ

ネルギー）が電気エネルギーになり、さらに運動エネルギー（手回し発電機 B のハンドル

が回転するエネルギー）に変えられる。エネルギーが別のエネルギーに変換されるとき、

エネルギーは保存される（「エネルギーの保存」という）。しかし、はじめの運動エネルギ

ーの一部が熱や音に変わり、その量が減少する。そのため、手回し発電機 B を同じ回数回

すことができない。 

手回し発電機 A を回転させると、それによってできた電気で手回し発電機 B が回転す

る。その実験結果を見ると、1・2・16 回目の数値以外のデータが、ほぼ同じ速度で発電機

A を回転させたデータであると判断してよいと考えられる。 

 

 

 

１ ２ 

【ねらい】 

資料分析を通して、土壌
どじょう

特性の違
ちが

いによって、そこに生育する植物が違ってくることに

気づく。さらに、川の流れが土壌特性に関連していることを知る。また、人間の住みやす

さと自然植生の共存について考える。 

 

【解説】 

このようなグラフを作成することにより、

ばらばらに見えるたくさんの調査地点の

特徴
とくちょう

が、いくつかのグループに分かれるこ

とを確認できる。 
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（２） 

アキグミは、土壌の粒
つぶ

が比較的
ひかくてき

大きく、水分量が少ない土壌に生育しやすいと考え

られる。 

【解説】 

（１）のグラフから、アキグミは粒が大きい土壌に、ヤナギは粒が小さい土壌に生育して

いることが分かる。土壌の粒が大きく水分量が少ない土壌では、植物の生育に十分な養分

を蓄えることができない。しかし、アキグミの根には根粒
こんりゅう

菌
きん

という細菌
さいきん

が共生しているた

め、根粒菌から空気中の窒素が供給され、窒素などの養分の少ない土壌でも生育すること

ができる。河川の氾濫
はんらん

などで、植生の撹乱
かくらん

が起きた後、最初に生育を始める植物である。 

 

（３）  

 ※どちらか一方を○で囲む     維持
い じ

される ・ 維持されない      

 

表３から、これまでは河川の氾濫により、植生が流されることで新しいアキグミ群落

が形成されてきたと考えられる。 

「維持される」を選択
せんたく

した場合 

堤防
ていぼう

、ダムなどの治水工事は進んでいるが、近年の異常気象などを考えると、河川の

氾濫は今後も起きることが考えられ、今後も新しいアキグミ群落が形成されると予想

される。 

「維持されない」を選択した場合 

堤防、ダムなどの治水工事によって河川の氾濫が少なくなれば、植生が流されること

も少なくなり、アキグミ群落はやがて他の植物へと移り変わっていくことが予想され

る。 

 

 

【解説】 

アキグミ群落だけでなく、人為的
じんいてき

な環境の変化や異常気象などにより植生が大きく変わ

ることがある。豊かな植生を維持するためには、定期的な調査により、植生の様子を把握
は あ く

しておく必要がある。 

 

 

１ ３ 

 【ねらい】 

（１）は、船の沈
しず

んだ部分の体積と浮力
ふりょく

を求める問題。体積の求め方は、小学校での既習
きしゅう

事項
じ こ う

であり、中学１年生の理科で学習する浮力の大きさを求めるために必要になる。数

学と理科の関係について、生徒自身に感じさせることをねらいとしている。 
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（２）①は、船体部の等
とう

脚
きゃく

台形
だいけい

の四角柱の体積を考えさせる問題。底面が等脚台形のた

め、台形の公式を用いて、底面積を考える必要があるが、上底を求めるには、相似的な考

え方が必要になり、図形の形から想像して求めることが必要とされる。 

（３）は、舳先部
へ さ き ぶ

に四角すいの立体を取り付け、モデル船にはたらく浮力の大きさを求め

る問題。舳先部の水に沈んでいる部分の体積を求めるにあたって、立体を三角柱と四角

すいに分け、それぞれの体積から、全体の体積を求める力が必要とされる。 

 

（１） 

 ① 

水中にある部分は、    縦 3.4ｍ   横 16ｍ   高さ 0.5ｍ 

    したがって、体積は、   3.4×16×0.5＝27.2    答 体積 27.2ｍ3   

  

 ② 

アルキメデスの原理より、「水中の物体にはたらく浮力の大きさは、物体の水中にあ

る部分の体積と同じ体積の水にはたらく重力の大きさに等しい。」ので、浮力の大きさ

は、27.2ｍ3の水にはたらく重力の大きさと等しいことが分かる。 

 したがって、水中にある部分の体積を cm3で表すと、 27.2ｍ3＝27200000cm3 

 また、100cm3で、１Ｎより、  27200000ｇで、272000Ｎ  答 浮力 272000Ｎ 

 

（２） 

船体部を正面から見ると、右図のようになっている。 

船が 50㎝沈んでいるとすると、水中 

にある部分の断面は右図の台形の下半 

分のようになる。その台形の上底 

の長さは、底面の両端
りょうたん

を１ｍずつ切り 

落としていることから、三角形の相似 

を利用すると、3.4ｍより、片側 0.5ｍ 

ずつ短くなるので、2.4ｍと求めることができる。 

よって、求めたい水中にある部分の体積は、 

     （2.4＋1.4）×0.5÷２×14＝3.8×0.5×７ 

                  ＝1.9×７ 

                  ＝13.3       答  13.3ｍ3 

1.4ｍ 

3.4ｍ 

1ｍ 

0.5ｍ 

1ｍ 

0.5ｍ 
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（３） 

このモデル船が 50cm沈んでいるとすると、右図の太線より下の部分が水中にあること

になる。 

それぞれの長さを求めると、右下の立体になる。次に立体を三角柱と、２つの四角す

いに分ける。これらの体積を求めると   

三角柱 （0.5×１÷２）×0.7＝0.175ｍ3 

 四角すい｛（0.35＋0.85）×0.5÷２｝×１×  ＝（1.2×0.5÷２）×  ＝0.1ｍ3 

 よって、舳先部の水中にある部分の体積は、これらを足し合わせ、 

0.175＋0.1×２＝0.375ｍ3 

 したがって、船体部と舳先部の水中にある部分の体積は、 

13.3＋0.375＝13.675ｍ3 

 単位を cm3に変換
へんかん

すると 13.675ｍ3＝13675000 cm3    

100cm3で、１Ｎより、求める浮力の大きさは、 

136750Ｎになる。 答 136750Ｎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4ｍ 

0.7ｍ 

0.5ｍ 

0.7ｍ 

2.4ｍ 

1.4ｍ 

向きを変えると 

1.4ｍ 

0.5ｍ 

0.7ｍ 

１ｍ 

右の四角すいと体積が等しい 

３つに分けると… 

１ 
― 
３ 

１ 
― 
３ 

１ｍ 

１ｍ 

0.5ｍ 

0.85ｍ 

0.35ｍ 
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１ ４ 

【ねらい】 

 山々や森林、そこから流れ出す河川、豊かな湧水、おいしい魚が捕れる富山湾など、富

山県が水の恩恵を受けるのは、豊かな自然を大切にするとともに治水や扇状地の利用など、

先人が地理的特徴を活かした様々な努力を重ねてきたからである。私たちも郷土の地理に

ついてのよさも弱点も知ることで、これからも水資源を大切にすることを考えてほしい。 

（１） 

（ア）→（イ）→（ウ）→（エ） 

根拠
こんきょ

： 降水量の最も多い 12 月の流量がそれほど多くないことから、降雪によ

るものと考えられる。冬の降雪が春に多く解け出すことを考え、アが１～３

月、 イが４～６月、ウが７～９月となると考えられる。 

【解説】 

降水量が多くなる 12 月・１月の流量が少なく、逆に降水量が少なくなる ４月・５

月の流量が多くなるという逆転現象が起こっている。これは、冬の降雪が雪解け水と

なり、時間差で流れ出るということが影響
えいきょう

している。この豊富な雪解け水は、田植え

時に用いられることとなる。 
 

（２） 

資料 その資料から読み取れること 森林の果たす機能 

Ａ ・森林土壌が雨水や雪解け水を地中

に浸透
しんとう

させる能力は、裸地
ら ち

の約３

倍になっている。 

・森林の土壌は、雨水や雪解け水をすみや

かに地中に浸透させる働きがある。豪雨
ご う う

時に雨水が一気に下流に流れ出る量を低

下させる機能をもっている。 

Ｂ ・森林は、雨水や雪解け水を浸透、

流出させる過程で、水の富栄養化

などの原因となる窒素
ち っ そ

、リンが大

きく減少し、カリウム等のミネラ

ルが増加している。 

・森林の土壌が、雨水等をすみやかに地中

に浸透させ蓄
たくわ

える過程で、濁
にご

りを抑
おさ

えた

り、窒素など水の汚
よご

れにつながる物質を

取り除くなど水質を浄化
じょうか

し、利用可能な水

として河川などに流出させる機能をもって

いる。 

Ｃ ・森林と裸地を比較
ひ か く

した場合、流出

する土砂の量は、森林は裸地の約

150分の１になっている。 

・森林は落葉落枝や草などによって地表が

覆
おお

われているため、降雨などによる土壌の

浸食や流出を抑える機能をもっている。 

Ｄ ・森林の土壌中には、樹根が網
あみ

の目

にようにはりめぐらされている。 

・森林は、地中に広がる樹根によって山崩
やまくず

れを起こりにくくする機能をもっている。 

・森林は、その樹幹により斜面
しゃめん

積雪
せきせつ

の移動

や崩壊
ほうかい

を防ぐ機能をもっている。 
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【解説】 

富山県は県土面積の約 67％を森林が占
し

め、植生自然度（自然度の高い原生林的な植生

区域の県土に占める割合）は 30.0％で、北海道・沖縄に次いで 全国第３位。本州では第

１位の緑豊かな県である。森林は降った雨を枝葉や落葉・落枝の堆積層
たいせきそう

にいったん蓄え、

浄化しながら次第に地中へしみ込
こ

ませていくため、県内に広がる森林もまた“緑のダム”

として、おいしい水の源となっている。加えて、森林は、木材生産の場としてだけでな

く、 水源のかん養、土砂災害の防止、二酸化炭素の吸収、森林レクリエーションの場の

提供など、様々な公益的機能を有している。 

（３） 

・水は地中深くに浸透してしまうため、地表付近は乾燥
かんそう

しやすく水が確保しにくい。 

・斜面が多く、水田が作りにくい。 

【解説】 

一般
いっぱん

に、扇状地
せんじょうち

は多くが農地として利用され扇端
せんたん

には市街地が形成されている。また、

扇
せん

央
おう

（扇状地の中央部）は砂礫層
されきそう

が厚く堆積
たいせき

し、地下水が地中深くに浸透してしまうた

め、地表付近は乾燥しやすく畑や果樹園になっていることが多い。しかし、水資源に恵

まれていることから、水田に流し込む用水に粘土分
ねんどぶん

を含
ふく

む赤土を混ぜる「流水客土」を

推進し、5,500ha 以上に及
およ

ぶ大規模な土壌改良を行った歴史的な背景もある。 

（４） 

・29歳
さい

以下の回答者が、全体のどのくらいの割合を占めているのかが不明なため、

人数での比較ができない。 

・複数回答のため、正確な把握
は あ く

ができない。 

・モニターの居住地が不明なため、どの地域の人々の感想なのかわからない。 

【解説】 

データに偏
かたよ

りがないか、設問方法や項目
こうもく

の表示方法に改善点がないか、などアンケー

ト方法や結果に内在する短所や不備に気付く力を問うている。 

Ｅ ・森林は、人間の呼吸や、自家用乗

用車の排気
は い き

ガス、電気・ガス等の

使用、廃棄物
はいきぶつ

などから排出
はいしゅつ

され

る二酸化炭素を吸収している。 

・森林は、地球温暖化の原因の一つである

二酸化炭素を吸収し、炭素を貯蔵する機

能をもっている。 

 

Ｆ ・同じ面積の住宅に必要な資材を製

造するときに発生する二酸化炭素

の量を比べると、木造住宅は鉄筋

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造住宅に比べ約３分の１に

なっている。 

・森林から生産される木材は、他の材料に

比べて製造時のエネルギーが少なくてす

むことから、二酸化炭素の放出量を抑え

る機能をもっている。 
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（５） 

・銭湯以外に、家庭のお風呂
ふ ろ

に入っていることも考えられるので、銭湯を多く利用

するからといって、それだけでお風呂好きかどうかを判断することはできない

よ。 

・１世帯あたりの支出額で比較しているが、１世帯あたりの人員が異なるので、

一人あたりの支出額として比較しなければならないのではないかな。 

・地下から温泉をくみ上げている「温泉」などを含むのかなど、「銭湯」の定義を

はっきりさせる必要があると思うよ。 

【解説】 

インターネット上の情報の真偽
し ん ぎ

を見抜
み ぬ

くことはもちろんであるが、データのすり替え

や少ない根拠での誘導
ゆうどう

に気付き、不足があればそれを発想し補うことができる思考力な

どを問うている。 

 

 

２ １ 

（１） 

【ねらい】 

植物工場は、気象条件に左右されずに安定して食料を栽培
さいばい

することができるため、近年、

多くの企業
きぎょう

が参入するようになった。植物工場は、ＬＥＤ照明を効率よく使用したり、温

度や湿度
し つ ど

を調節したりすることで、経費を削減
さくげん

し栄養価の高い作物を出荷することができ

る。このため、植物工場の環境については様々な研究が行われている。植物の成長にはど

のような環境が適しているか、資料をもとに考えることが出題のねらいである。 

 

 ① 

ＬＥＤ照明では、蛍光灯
けいこうとう

にない 500nm 付近の波長がみられる。レタスは、この波長

の光を光合成に利用し、成長したため蛍光灯に比べ 1 株あたりの重さが多くなったと

考えられる。これに対して、リーフレタスでは蛍光灯との差が見られなかったことか

ら、リーフレタスでは光合成に 500nm 付近の波長の光は利用していない可能性が考

えられる。 

【解説】 

植物の葉の細胞
さいぼう

には光合成を行う葉緑体がある。この葉緑体の中には、クロロフィルａ

（青緑色）、クロロフィルｂ（黄緑色）、カロテン（ 橙 色
だいだいいろ

）など様々な色素が含まれてお

り、これらが吸収した光エネルギーが光合成のエネルギー源となっている。植物によって

含まれる色素が異なり、光合成に利用できる光の波長（色）も異なっている。 
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 ② 

図１に見られるレタスの重さの違
ちが

いが、１：蛍光灯の緑色とＬＥＤの青色の違いに

よるもの、２：蛍光灯の緑色＋赤色とＬＥＤの青色＋赤色の違いによるもの、のどち

らによるものか判断できない。 

【解説】 

多くの植物は、450nm付近（青色）と 650nm付近（赤色）の光を利用しているため、多く

の植物工場では、この２色の単色ＬＥＤを使用している場合が多い。しかし、植物によっ

て利用する光に差があるため、各植物について効率のよい光条件が研究されている。 
 

 ③ 

図４より、二酸化炭素の増加に 伴
ともな

って光合成速度が増加していることが分かるの

で、二酸化炭素濃度
の う ど

を増加させる。 

図５より、35℃付近で光合成速度が最大になるので、温度を 35℃前後に設定する。 

【解説】 

温度が高いほど生物体内の化学反応（代謝）が活発になるため温度の 上 昇
じょうしょう

に伴い、光

合成速度が上昇するが、生物体内の化学反応に必要な酵素
こ う そ

の主成分であるタンパク質が

40℃を超
こ

えるとしだいにはたらきを失うため、光合成速度が減少し始める。 

また、図５からは 35℃付近で光合成速度が最大になっているが、レタスは寒冷地での栽

培を好む作物であるため、実際に重量が増加するかは検証が必要である。 

 

（２） 

【ねらい】 

富山県の出火件数が少なく、全国で一番出火率（人口１万人あたりの出火件数）が低い

のは、富山県民の防火意識の高さによるものであり、自分の家を大切に守ろうという意識

とともに、長年にわたって、小学生火災予防研究発表大会の開催
かいさい

や小中学生防火ポスター

図案の募集
ぼしゅう

なども行なわれていることも一因である。しかし、富山県の出火率が低いとは

いえ、万が一の火災が発生した際に、犠牲
ぎ せ い

を少なくするため、日頃の火災の予防について

考えることは大変重要である。 

そこで、「燃焼」という現象によって引き起こされてしまう火災について、論理的に考え

て説明することによって、身近に起こりうる現象を思慮
し り ょ

深く考えてもらいたい。 
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 ① 

 Ａ を選択した場合の理由 

・可燃物を水圧で吹
ふ

き飛ばしたため燃焼の条件を満たさなくなり火が消えた。 

 Ｂ を選択した場合の理由 

・放水した水によって熱が奪われたため、燃焼の条件を満たさなくなり火が消えた。 

 Ｃ を選択した場合の理由 

・放水した水が可燃物を覆
おお

い酸素の供給が遮断
しゃだん

されたため、燃焼の条件を満たさなく

なり火が消えた。 

【解説】 

３つの条件のいずれか一つでも欠けると「燃焼」が継続
けいぞく

できなくなり、「火災」を防ぐこ

とができることになる。 
 

 ② 

燃焼し続ける理由 

火薬自身に燃焼可能な酸素が含まれている、可燃物の火薬がある、そして、火薬が

燃えたときに燃焼に必要な温度を下回らなければ熱が生じているので燃焼の３つの条

件を満たすことができるから。 

など 

【解説】 

宇宙へ人工衛星を打ち上げるロケットも自身に燃焼用の酸素を搭載
とうさい

しているが、花火な

どは自身に酸素を含んでおり、外部からの酸素供給がなされなくとも燃焼できる。 

 

 ③ 

 Ａ を選択した場合の理由 

勢いよく吹きかけた息によって、揮発して燃焼しようとしていたロウソクの可燃成分

が吹き飛ばされて燃え続けることができなくなったため。 

 Ｂ を選択した場合の理由 

勢いよく吹きかけた息によって温度が下がり燃え続けることができなくなったため。 

など 

【解説】 

実際に燃えているものの燃焼を止めるにはどうすればよいか知っているが、冷静に考え

てみると「燃焼の３条件」を踏
ふ

まえての対応となっている。 
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 ④ 

あなたの考え 

乾燥
かんそう

砂
すな

をかければ、空気が遮断され、また、砂による熱吸収により鎮火
ちんか

する  など 

【解説】 

燃焼しているものの中には水をかけただけでは燃焼を止めることができないものもあり、

そういったものは、管理を厳重にしなければならないことがある。 

  

 ⑤ 

計算式 

40 kJ ＝ 40000 J   5.6ｇのとき 40000Jの熱が生じるから  

0.28ｇのときは 
0.28

5.6
  ×  40000 =  2000 J 発生する。 

空気１ｇを温度１℃上昇させるのに必要な熱は 1.0Ｊ、空気は 10Ｌ（12.93ｇ、20℃） 

だから空気は 
2000

12.93
 = 154.6･･･  よって、約 155 ℃ 温度が上昇することになり     

およそ  20 ＋ 155 ＝ 175 ℃ になっている。         175  ℃ 

【解説】 

具体的にどのくらいの熱量でどのくらい温度が上昇するか考えてみると、計算上の値よ

り実際の温度は低く、これは外部への熱の放出が大きいからである。また、一度に全ての

鉄が反応するわけではないので、計算で求めた値は実際よりも高い温度となっている。 

発熱反応を利用しているものには、発熱量が大きく火災の原因となるものもある。 

（例：屋根からの漏水
ろうすい

によって、倉庫の生石灰が発熱し火災となった。） 
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２ 

【ねらい】 

 (１)は、富山県の水道普及率から、水道普及率の計算方法を活用して水道か 

  ら給水を受けていない人口について考えることをねらいとしています。  

(２)では、２つの地点から等しい距離をどのように考えれば良いかを考え、 

作図し、条件に合う地点を探し出すことをねらいとしています。 

 (３)では、富山県の水道水の話題から、水道を利用するために必要な水道管 

の配管方法について考えています。与えられた条件の中で、今までに学ん 

だことを活用して工夫し問題を解決することをねらいとしています。 

 

【解答例】 

（１） 水道普及率が 93.1％なので、富山県の人口の 93.1％が水道から給水を受けている

ことになります。 

逆に、100 － 93.1 ＝ 6.9 なので、富山県の人口の 6.9％にあたる人が、水道

による給水を受けていないことになります。 

よって、1056925 × (6.9 ÷ 100 ) ＝ 72927.83 

一の位を四捨五入して、およそ 72,930人となります。 

(答え) およそ 72,930人 

 

（２） 高瀬湧水の庭と杉沢の沢スギの２つの場所を線分で結び、その垂直二等分線を考

えます。こうして引いた垂直二等分線上に点を取ると、その点は必ず２つの場所か

ら等しい距離になります。あとは、県道２号線とこの垂直二等分線が交わる場所

が、地点Ｐとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本海 

Ｐ 
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（３） 例えば、以下のようにつなげると、使う水道管の長さは、 

   対角線２本で 1.4×２ ＝ 2.8ｍ 

   それ以外の長さは 1.0 × 12 ＝ 12ｍ 

   すると、12 ＋ 2.8 ＝ 14.8ｍ となり、15ｍ以下になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解説＞ 

 

まず、一番奥にある家Ｃと点Ａを最短で結ぶ方法を 

考えると、右の【図５－１】のようになります。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

【図５－１】 

点線部のように＜90度つなぎ＞でつなぐと４ｍ必要ですが、 

＜45度つなぎ＞を利用すると 2.8ｍとなり、1.2ｍ水道管を 

短くできます。 

（１．２ｍ短縮 ＋ ２ｍ長くなる ＝ ０．８ｍ長くな

る！?） 
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 この【図５－１】の水道管から家Ｂと家Ｃに 

【図５－２】のようにつなぐと、最短でつなぐことが 

できます。 

 

 この時点での水道管の長さは 14.8ｍになります。 

 

 しかし、つぎ手の種類の関係で家Ｂと家Ｃとの分岐 

部のようなつなぎ方はできないので、工夫する必要が 

あります。 

 

 

 

 

                           

例えば【図５－３】のようなつなぎ方を考えると、 

【図５－２】よりも２ｍ長くなってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

家Ｄへつながる水道管と家Ｂへつながる水道管の間で 

＜45度つなぎ＞でつないでしまうと、家Ｂへつなぐため 

に必要な水道管の長さが長くなってしまいます。 

 

 

そこで、【図５－４】のように２回に分けてみると、 

家Ｂへつながる水道管を１ｍだけ長くするだけで済み、 

水道管の長さの合計は 15.8ｍになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ｍ長くなる 

＜45度つなぎ＞の利用で 2.8ｍにしたのに… 

（1.2ｍ短縮 ＋ ２ｍ長くなる ＝ 0.8ｍ長くなる！?） 

【図５－２】 

【図４】によると、このように水道管を

つなぐことはできません。 

＜45度つなぎ＞を２回にすると、1回あたり 0.6ｍの短縮で… 

（1.2ｍ短縮 ＋ １ｍ長くなる ＝ 0.2ｍ短縮） 

【図５－４】 

【図５－３】 
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 さらに【図５－５】のように家Ｄにつながる水道管と 

つなぐ前に＜45度つなぎ＞を利用すると、家Ｄへつな 

ぐために必要な水道管の長さが短くなり、【図５－２】 

と同じ長さ 14.8ｍにすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに家Ｄへつながる水道管の長さが１ｍ短くなる！ 

（1.2ｍ短縮 ＋ １ｍ短縮 ＝ 2.2ｍ短縮） 

【図５－５】 
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２ ３ 

【ねらい】 

「住宅」「就業」「防災」などに関する統計は多く存在するが、情報・データ・順位など

を鵜呑
う の

みにするのではなく、それらの信憑性
しんぴょうせい

を問うたり、批判的な視点を養ったりしてほ

しい。また、何かを知りたい、調べたいと思ったときに、どんなアプローチが考えられる

のか、物事の一面だけでなく多角的・多面的な見方をするにはどうすればよいかというこ

とを意識してほしい。 

（１）富山県は自然災害が全国的に見ると少ない傾向
けいこう

にあるが、決して他人事として捉
とら

え

るのではなく、常に自分や自分の地域に当てはめ、防災への意識を高めていく必要が

ある。 

（２）少子高齢化が進む中、都市部だけでなく中山間地域の活性化も大切である。限られ

た財政の中で、住民の生活の向上を目指し、斬新なアイディアを考えてほしい。 
 

（１）①  

必要な情報 どんな点でハザードマップに活かされるのか 

・地盤
じ ば ん

高
だか

（地点別標高） 

・海や河川からの浸水被害の程度が予想され、津波や水害に

対する避難の情報を伝えることができる。 

・扇状地や三角州 
・河川が氾濫した場合、水や土砂が流れる可能性がある地域

が予想できる。 

・崖
がけ

などの急傾斜地
きゅうけいしゃち

  ・雨量により、土砂崩れや土石流などの危険を予想できる。 

・過去の災害
さいがい

履歴
り れ き

  

・過去の災害を知ることで、どのような自然災害が起こりや

すいか把握することができ、その災害に応じた備えをする

ことができる。 

・断層  ・地震に対する備えを考えることができる。 

・病院・市役所などの場所 
・どのような緊急時にどこへ連絡したらよいか把握すること

ができる。 

 ② 

（ア） 

・年代別、居住地別などで回答の傾向をみるときには、回答者に偏
かたよ

りがない

か確認する（例えば「30 歳代のサンプル数（回答者数）が少なく、60 歳代

のサンプル数（回答者数）が非常に多い」「○○市の回答者数は多いが△△

市の回答者数は極端
きょくたん

に少ない」 など） 

・属性ごとに集計し、その回答数が 100 を下回るような場合、100％の円グラ

フ・帯グラフなどで結果を表示しない、分母数をしっかりと示す。 

・属性によって、回答者数が異なっている可能性があるため比較するときに

は表し方を工夫する必要がある。 
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（イ） A  ・  C 

（ウ） 

例） 普段は、仕事にでている両親、家にいる祖父母、学校にいる私たちな

ど、ばらばらな場所にいることが多い。いざという時のために、決めてお

いたらよいと思うことをアンケートの項目にしたいと思った。 

例） ・家族との連絡
れんらく

方法を決めている。 

   ・避難場所の位置を確認している。 

   ・実際に避難所まで行き、避難経路も確認している。   

   ・防災グッズを用意している。 

   ・防災グッズ置き場所を家族みんなが知っている。 

（エ） 

 

※ 適切なグラフを○で囲む。     A    ・    B   

※ 同様の表現方法が適切な質問すべてを○で囲む。 

Q1   Q2   Q3    Q4    Q5    Q6 
 

Q7   Q9   Q10－1  Q10－2   Q11   Q12 

【解説】 

Q8 は「複数回答可」の問いであるため、グラフ化する場合には、例えば「2,600 人中、

「地震
じ し ん

」の被害
ひ が い

を受けたり、「地震」の危険を感じたりしたことがある人の割合は何％か」

「2,600 人中、「豪雨」の被害を受けたり、「豪雨」の危険を感じたりしたことがある人の割

合は何％か」を表す必要があり、常に分母は回答数の 2,600 である。B のような表し方を

すると、何が分母になっているのか分からない。例えば B の円グラフにある「地震 23％」

はいくつの回答数の 23％なのか示すことができない。 

 

（２） 

 ・乗合型タクシーの利用 

・公共交通機関の少ない地域へのタクシー代の補助 

・小型化したコミュニティーバスの便数増   

・電気自動車コミュニティーバス 

・地域の住民相互
そ う ご

による助け合い乗車（ガソリン代支給）  

・自動車自動運転サービス        など 
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【解説】 

日常生活での移動を補助するシステムとして、電話予約により、自宅から目的地(医療機

関、主な公共施設、金融
きんゆう

機関
き か ん

、商業施設
し せ つ

等）まで、乗合により送迎
そうげい

するデマンド型タクシ

ーが多くの自治体で採用されてきている。バス運賃とほぼ変わらない料金で利用対象は全

市民（事前に会員登録が必要）ということが多い。限られた予算の中で、どのように住民

の生活や地域の活性化を向上させていくかアイディアを出し合っていきたい。 

先進的な例として、南砺市の道の駅たいらでは、自動運転サービスの実証実験が行われ

た。これは国土交通省が中山間地域のモデル地域を選び、地域住民の利便性の向上はもち

ろんのこと、観光や荷物の集配などのビジネスにも活かすことができないか検証するもの

である。 

（３） 

エ 

（４） 

選んだ 

仮説 
仮説を裏付けるための調査や資料 

 

仮説 1 

 

・保育所の入所率を調べる。 

・待機児童の現状を調べる。 

・保育施設における延長保育や時間外保育の取り組みや、その利用状 況
じょうきょう

 

 を調べる。 

 

仮説 2 

 

・世帯構成（一般世帯数に占める 3 世代同居世帯の割合）を調べる。 

・男性の育児休業取得率を調べる。 

・男性の育児や家事分担への参加意識や実態を調べる。 

 

仮説 3 

 

・（ハローワークや労働
ろうどう

監督
かんとく

署
しょ

などで）有効求人倍率や失業率、再 就 職
さいしゅうしょく

支援
し え ん

について調べる。 

・企業側（雇用
こ よ う

側）の取組み（雇用状況、出産育児支援、労働環境、良好な

ワークライフバランスの実現に向けた取組みなど）を調べる。 

 

仮説 4 

 

・（国勢調査などで）通勤者の流出入の現状を調べる（居住地と勤務地との

関係）。 

・通勤時間、通勤手段などを調べ、大都市圏と比較する。 

 

仮説 5 

 

・雇用形態別就業率を調べる。 

・女性に「働く理由」「希望する就業形態」「仕事への意識」をアンケート調

査する。 

 


